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間接維持装置の設計

右写真の矢印が示す間接維持装置は、遊離端義歯床
の浮き上がりを間接的に防止するために設定する部分
床義歯の構成要素です。間接維持装置は、ケネディー
Ⅰ級とⅡ級の類型のない部分床義歯において、必ず設
計される必要があります。

診療報酬では「間接支台装置」とされております
が、正確ではありません。正確には「間接維持装置」
で、本装置に支台としての機能は存在しません。

なお、ケネディーⅡ級義歯に欠損部から離れた歯に
設定する双歯鉤を間接維持装置と言う研究者がおりま
すが、それは間違いです。

【歯科開業医の談話室 07】

１．間接維持装置とは
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２．間接維持装置のしくみ

間接維持装置が遊離端義歯の維持力を発揮する
しくみについて解説します。右上図の遊離端義歯
床（Ａ）に浮き上がる力が加わるとき、義歯床は
隣接する直接維持装置（Ｂ）のレストを軸として
回転します。その結果、レストよりも近心のバー
が沈み込むことになります。間接維持装置は、このバーの沈み込みを防止します（Ｃ）。
このとき、支点が直接維持装置のレストから間接維持装置に移り、直接維持装置の維持腕先端部が床の
浮き上がりに対して抵抗する維持力を発揮します。そのため、間接維持装置は、維持アーム先端部からで
きるだけ離れた位置に設定することにより、適切な維持効果を発揮できるようになるのです。
間接維持装置は、咬合面レストや切縁レストなどと外観上は同じです。しかし、咬合面レストは、床に
加わる強い咬合圧を鉤歯に伝えるため頑強に設計しなければならないのに対して、間接維持装置は床の維
持力を発揮するだけですので、それほど頑強に設計する必要はありません。ただし、部分床義歯を日常生
活で使用している中で変形しないような設計は必要です。
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３．間接維持装置の設定

義歯床が浮き上がる力を受けるとき、義歯は鉤歯のレストを結ぶ鉤間線を軸に回転しま
す。間接維持装置は、その義歯の回転を防止するために、右上の図が示すように、鉤間線
からできるだけ離れた位置に設定します。通常、第一小臼歯の近心辺縁隆線部に設定され
ます。間接維持装置を設定する上で適切な位置が見あたらない場合は、前歯の舌面や口蓋
粘膜を利用する場合もあります。
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４．間接維持装置の種類と設計

１）咬合面レスト（occlusal rest）
２）基底結節レスト（lingual rest）
３）切縁レスト（incisal rest）
４）レッジ（ledge）
５）パラタルプレート（palatal plate）
６）リンガルプレート（lingual plate）

間接維持装置には、設定される状況に応じて、以下に示す種類があります。 

それぞれについて解説します。 



間接維持装置の設計
【歯科開業医の談話室 07】

４．間接維持装置の種類と設計
 １）咬合面レスト（occlusal rest）
もっとも多く設定される間接維持装置は、右上の
図が示す第一小臼歯近心辺縁隆線部の咬合面レスト
です。この間接維持装置の設計は、通常の咬合面レ
ストと同じです。ただし、頬側方向にアームが存在
しないので、矢印部分のように頬側方向歯面へのレ
スト窩を外開きにする必要はありません。

下の図が示すように、第一小臼歯の近心面には、
ガイディングプレーン（緑色）を形成します。その
ガイディングプレーンには、小連結子の誘導面と面
で接触します。
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４．間接維持装置の種類と設計
２）基底結節レスト（lingual rest）

右上の図が示す基底結節レストは、間接維持装
置として設定されることがあります。基底結節レ
ストを設定することができる歯は、上顎犬歯に限
られます。基底結節レストのレスト窩は、右下の
図が示すように、基底結節の切縁側にＶ字型の切
れ込みを入れることにより形成します。

基底結節レストは、作用点が鉤歯の中心付近に
存在するため、鉤歯に悪影響を及ぼしにくいとさ
れております。また、金属が外観に触れることが
ないため審美性にすぐれております。
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４．間接維持装置の種類と設計
３）切縁レスト（incisal rest）

右上の図が示すように、切縁レストが間接維持装
置として設計されることがあり、おもに下顎犬歯に
設定します。切縁レストのレスト窩は、近心切縁部
に右下の図のような滑らかな曲線で描かれる切痕を
入れることにより形成します。

切縁レストの設定には、歯質の削除量が少ないと
いう利点があります。金属の一部が外観に触れるこ
とから、審美性に関して劣るとされております。
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４．間接維持装置の種類と設計
４）レッジ（ledge）

レッジは、着脱方向を適切に制御しバーの沈み込みを防止する機
能にすぐれているため、間接維持装置として適しております。ま
た、レッジは外観に触れないので、審美性にすぐれた義歯を設計す
ることができます。
レッジは、通常犬歯に設定されます。右上の図が示すように、窩
の壁面は着脱方向に一致し、窩の底面は壁面と直角になります。窩
全体は舌側面全体に溝が形成されるので、レッジは右下図の矢印が
示すようにアーム状になります。
レッジは義歯を装着したときに天然歯と同じ形態になるので、舌
による違和感がほとんどありません。

レッジの欠点は、鉤歯の削除量が大きいので、天然歯に設定する
ことが不可能なことです。無髄歯に対して歯冠補綴する場合におい
ても、対合歯とのスペースを通常より大きく確保する必要があるた
め、冠の支台歯形成に際して特別の配慮が必要とされます。
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４．間接維持装置の種類と設計
５）パラタルプレート（palatal plate）

上顎臼歯欠損歯数の多い両側遊離端
義歯は、適切な間接維持装置の設定が
困難です。その場合、右図が示すパラ
タルプレートを間接維持装置として設
定します。この間接維持装置の設計
は、大連結子のパラタルプレートと同
じです。
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４．間接維持装置の種類と設計
６）リンガルプレート（lingual plate）

下顎臼歯欠損歯数の多い両側遊離端義
歯は、適切な間接維持装置の設定が困難
です。その場合、右図が示すように、間
接維持装置としてリンガルプレートを設
定します。この間接維持装置の設計は、
大連結子のリンガルプレートと同じで
す。
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次回の記事は、歯科開業医の談話室８番目「鉤歯の歯冠形態改造」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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